


令和６年８月２１日開催 車座会議（鷲敷地区生活支援団体） 
 
①各団体の抱える課題と活性化策について 
(1)会員の高齢化や、６５歳以上で働いている人も多くなっているこ
とから、後継者不足が心配である。生活支援団体がない地域があるの
で、全地域に設立できるよう社協等にも頑張ってほしい。 
＜今後の議会での対応＞ 
 ①議会として行政に対し、おたすけ隊活動の伴走支援をしている社会福祉協

議会職員の増員や、予算配分も含めた手当付けを働きかけます。 
 ②亀井伸幸議員の一般質問（５ページ） 

令和６年３月定例会議「那賀町で暮らす人を直接支援する生活支援団体につい
て」に関する会議録抜粋を同封しますので、御覧ください。 

 
(2)鷲敷の中央地域は、西部地区や中山地区のような公民館の利用が
しづらく、鷲敷健康センター（旧母子センター）を拠点として活動し
たいが、施設利用に関する援助はないだろうか。 

①耐震化の予算規模を調査してみます。 
②使用規定の有無等を確認しました。 

 ➨那賀町鷲敷健康センター条例 
  (事業) 
第 3 条 センターの事業は、おおむね次のとおりとする。 

(1) 地域住民の自主的な学習活動又は研修活動の指導又は奨励に関すること。 
(2) 地域住民の福祉活動の支援に関すること。 
(3) 集会その他の公共用利用に供すること。 
(4) その他設置の目的を達成するために必要なこと。 
（使用料） 

(使用料の免除) 
第 7 条 町長は、前条の規定にかかわらず、設置目的達成のため、又は公的に使

用するとき、その他特に必要があると認めるときは、使用料を減免することが
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できる。 
 ③おたすけ隊への補助について、亀井伸幸議員が資料としてとりまとめ、議会

内で協議し、不足しているなら増額を働きかけます。 
 ④議員の代表者を指名して、おたすけ隊の人材発掘に対応できる社協職員の

配置転換や増員を働きかけます。（亀井伸幸議員） 
 ⑤社会福祉協議会について、できるところは民間委託し、権利擁護等など民間

ができない部分に注力してほしい点も含め、亀井伸幸議員が議会の代表とし
て掛け合います。 

 
②行政や議会に対する要望について 
・県道２８号、１９号線を拡張してほしい。 
 阿南市と共に整備促進にかかる陳情活動を続けるため、整備促進期成同盟会
等の設立を模索します。 
 
・長生まわりのバスがなく、徳島市内に行く場合でも阿南市の橘や宝田に回らな
ければならず、遠回りで不便である。長生周辺の那賀高校生も同様に、非常に遠
回りして通学している。 
 公共交通会議のメンバーと車座会議を行い、認識を深めた上で、検討していき
たいと考えています。 
 
・那賀高校の寮数が少なく、入寮希望はあるがかなわない生徒もいる。バレー部
員引退後、寮生が減ると思われる那賀菊寮の在り方を検討してほしい。 
 寮利用に関する部活動の区割り撤廃を、那賀高校教育振興協議会に働きかけ
ます。 
 
・大雨時の心配があるので、輪中提の排水路管理をきちんとしてほしい。 
 管理者と年間の草刈実施回数を確認しました。 
 ➨防災課に確認しました。 

樋門周辺については、出水前等、防災課が見回りを行っている。 
 ➨建設課に確認しました。 
  状況を見て、南部総合県民局県土整備部那賀庁舎が実施している。今年度は

10 月ごろに実施予定とのことでした。 
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・新しい堤防（輪中提）を散歩している住民も多いので、街灯を増設してほしい。 
 児童生徒の通学路でもある住宅地を優先させるが、残予算でのヘッドライト
購入補助を働きかけます。 
 
・職員は、効率を考えて仕事をしてほしい。机上だけではなく、現場主義も確認
してほしい。 
・ガソリンを入れるためだけに、阿南市や新野町に行く住民もいるので、中山地
区のガソリンスタンドを早期に完成させてほしい。 
 議長案件とし、理事者側に働きかけます。 
 
・中山地区の土取場跡をきちんと活用してほしい。 
 ➨防災課に確認しました。 
 防災用途として臨機応変に利用できるよう、現在のところ広場としているが、
具体的な活用案は未定。 
 
・中山公民館の空調設備を早期に設置してほしい。 
 令和６年９月定例会議において補正予算計上され、9 月 26 日可決されました。 
 
・町外から通勤する林業従事者等の働き手も町内にとどまってもらえるよう、空
き家の修繕等により、若年層向けの住宅を確保してほしい。 
 髙木健多議員の一般質問（１１ページ） 

 令和４年３月定例会議「那賀町在住者の定住支援について」 
 柏木岳議員の一般質問 

 令和４年１２月定例会議「林業者宿舎を有効に生かすことについて」（１８
ページ） 

  令和３年３月定例会議「第 2 期まち・ひと・しごと創生総合戦略について」
（２０ページ）に関する会議録抜粋を同封しますので、御覧ください。 

 
・ふる里留学制度で移住者が増えても、以前から住んでいる若年層が那賀町から
転出する件数が非常に多い。 
 総務総務文教委員会において、移住者との差がある部分の町民利益を、議会と
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してどのように方向性を示していくのか議論しました。 
 
・南海トラフ地震に備え、各地域にある井戸を活用してほしい。 
 ①９月議会の一般質問で議員個々が質問をすることにしました。 
 ②井戸については 
 髙木健多議員の一般質問（２５ページ） 
 令和４年６月定例会議「鷲敷地区の水源池と取水制限について」に関する会議
録抜粋を同封しますので、御覧ください。 
 
・阿井地区の堤防工事について（２９ページ） 

令和６年７月２２日開催の全員協議会において、阿井堤防について県に対し
質問した事項を取りまとめたものを同封しますので、御覧ください。 
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て、この県内又は町内のほかの図書館とネットワークでつながって、連携して本の貸

し借りが可能となるなど、関係者の方々よりメリットも多いとお聞きしたと、違いは

あるかということ、疑問の声がありましたということで、質問をさせていただく予定

でしたが、先にお答えいただきましたので、ありがとうございます。以上とさせてい

ただきます。また、よりよい図書室、そして那賀町内のほかの図書室、図書館との連

携、ネットワークをフルで生かしていただいて、よりよいすてきな空間にしていただ

けたらと思います。以上で２個目の質問を終わります。 

続きまして、３点目の質問ですけれども、テーマで「那賀町で暮らす人を直接支援

する生活支援団体について」お聞きをいたします。行政で把握、支援をしている生活支

援団体について、生活支援団体の状況や団体の支援内容、行政の支援策等について教え

てください。 

○久川治次郎議長 池田保健医療福祉課長。 

○池田繁人保健医療福祉課長 はい。ただいまの亀井議員さんの質問でございますが、

お答えします。まず、那賀町におきましては、日常生活に支援を必要とする高齢者に

対しまして、適切なサービスを提供できる体制づくりを推進するために、生活支援コ

ーディネーターが中心となって生活支援体制の整備に取り組んでおります。その中で、

生活支援団体、おたすけ隊の活動に運営補助を行っております。令和５年度につきま

しては、３００万円弱の金額の運営補助をしております。また令和６年度におきまし

ても、３８０万円ほどの支援を行う予定でございます。 

それで、令和６年３月時点で、そのおたすけ隊というものは１１団体ございまして、

鷲敷地区においては３地区、中山おたすけ隊が１６名、鷲敷西部おたすけ隊が１８名、

サクラシアン、これは町地区ですが１５名、また相生地区が１地区、延野おたすけ隊

３９名、上那賀地区で１件、上那賀おたすけ隊が４６名、木沢地区で１件、木沢おたす

け隊が４０名、木頭地区は５件ありますが、助つくしの会が１３名、和無田おたすけ隊

が２１名、西宇レンジャー１１名、出原おたすけ隊が１３名、チームあかいも、これは

折宇北川地区ですが１７名というような陣容でおりまして、掃除や買物支援など、生活

のちょっとした困りごとにおたすけ隊のメンバーがお手伝いに出向いておるようです。

また、このおたすけ隊におきましては、議会表彰でも出原地区と中山地区で行われたと

いうのが先日ありました。 

また、それと同じような御近所サポーターというものがございまして、これ現時点

で活躍中の方が３名おりまして、今後に新規に追加で１名増える予定と聞いております。

これサポーターの研修の受講者は１６５名おりますが、現時点で活躍中の方が３名とい

うことでございます。 

おたすけ隊とサポーターとよく似ているようなものなのですが、これは利用者が、

使いようというか、利用しやすいところを選んでしているので、トータル的に、各旧町

村単位や住所単位で、顔見知りの関係の中で助け合い活動、これ互助ですね。この仕組

みが出来上がりつつということで、ものすごくいい施策で行われていると思っておりま

す。 

○久川治次郎議長 亀井議員。 

○亀井伸幸議員 ありがとうございます。なかなか、こういった複雑な制度ではありま
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すけれども、これだけ多くの住民の方々が活動してくださっている状況をお聞きいた

しました。先般の議会表彰について、二つの生活支援団体が、地域貢献が誠に顕著で

あるとの功績で表彰をされました。同様に、一昨年度は３団体、昨年度は２団体、こ

れまでに町内七つの生活支援団体が表彰をされております。 

この町内一丸となって生活支援団体をつくり上げ、地域のお困りごとについてお互

い様の精神で支援活動を実施されている那賀町の地域の皆様には、本当に頭が下がる思

いであり、地域で暮らす方々にとって、安心して住み慣れた家で住み慣れた暮らし方を

続けることができる、すばらしい地域の互助活動であり、地域の理想的な共助の形、そ

して共助を側面的に支援する公助、目指すべき地域の助け合いの在り方ではないかと私

は考えております。こういった地域によって支援内容は様々で、支援の数こそ違いはあ

るものの、やはりこの地域に頼る存在がある、明確にあるという点だけでも、特に御高

齢の方々の安心感に直結をしていくことと思います。 

地域の真剣かつ地道な取組がなされていることを、このケーブルテレビを御覧の方

にも広く知っていただき、お住まいの地域に生活支援団体があれば、各種介護サービス

利用も十分に検討していただくことは必要なのですけれど、その手前で在宅生活を続け

るための選択肢の一つとお考えいただき、気軽に各団体や、例えば町社会福祉協議会、

保健医療福祉課、地域包括支援センターなど、窓口への御利用相談、しやすいところに

していただければとの思いで質問をさせていただきました。 

私自身が、先ほど池田課長の答弁にございました生活支援コーディネーターという

地域福祉の専門職として、町の社会福祉協議会でこれまで６年、地域の方々とともにこ

ういった仕組みづくりであるとか、生活支援団体の構築に携わってきた経緯もございま

して、この機会に聞かせていただきたい、知っていただきたいというふうに思って質問

させていただいたところです。 

この那賀町では、地域生活支援団体のことを今日は取り上げましたけれども、かか

わらず、地域の住民さんが力を合わせて、活発に互助活動や住民の健康啓発活動、その

他地域活性化に資する活動を担ってくださっています。那賀町の高齢化率は県内でもト

ップクラスでありますが、同時に人口に対する地域の活躍率、こちらも非常に高いもの

と言え、誇らしい町、非常にすばらしい町であると私は考えています。私の存じ上げて

いる情報といたしましては、フレイルサポーターさんが全域で９０名、いきいき

１００歳体操については町内で５４会場、約６７０名が健康づくりの活動に参加されて

おります。また、地域での在宅生活の一助を担ってくださっているおたすけ隊の登録活

動者、先ほど池田課長の答弁でもいただいた１１団体で、実人数約２５０名となってお

ります。これは誠にすごい数字であります。その他、地域活性化に資する活動を担って

くださっている方については、所管するところが多岐にわたるところがございますため、

活動者については現状不明でありますが、町内約７，３００人という人口の中で、全域

の６５歳以上の割合が５０％を超えている中で、こういった那賀町の実情の中で、これ

だけ多くの方が御自身の健康のため、そして他者の健康や地域の幸せを願って日々活動

してくださっています。 

こういった地域活動の実情がありますけれども、質問としては、行政から見て、こ

の活発な地域住民活動、これについて、橋本町長のお考えをこの機会にお聞きできれば
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と思っております。お願いします。 

○久川治次郎議長 橋本町長 

○橋本浩志町長 ただいま亀井議員から、行政から見て活発な地域住民活動についてど

う思うかという御質問をいただいております。御意見の中でもありましたけれども、

那賀町各フレイルサポーター、今紹介していただいた以外にも非常に多く各地区でそ

れぞれイベントをしていただいております。例えば、各地区での運動会だったり、お

祭りみたいなものだったり、地域イベントだったりということで、運動会などは、開

かれていると私も呼んでいただける限りはなるべく出ようと思っているのですけれど

も、１０月とかは毎週どこかの地区で運動会をしているみたいなところがあって、本

当に足がつりそうになったこともあったのですけれども、でもそういったイベントを

たくさんしていただいていることについては、本当に私個人としても、町長という立

場からしても非常に感謝をしております。 

本当に那賀町広くて、やっぱり一つに集めて何かをするということも、例えば、総

合体育館ができればそういったことも必要になってくるかと思うのですけれども、やは

り広い地域で、それぞれの地域で昔からの伝統を守りながら、各地域でいろんなことを

していただく、それは非常に重要なことだと考えております。そういったことで、町と

しても、今回も当初予算でいろいろ出させていただいていますけれども、コミュニティ

ー推進協議会への支援であったり、それぞれイベントの支援であったり、公民館を使っ

た社会教育関係に関するいろんな各教室をそれぞれ町民の方もしていただいております。

そういったところへの支援であったり、また農村舞台がそれぞれ残っているところへの

支援であったりということを、町として今十分でないかもしれないのですけれども、で

きる限りのことを今現状させていただいていますし、まだ足らない部分についてはまた

いろいろ考えていきたいと思っています。 

また、若手グループ、議員さんとか、それぞれ亀井さん、髙木さんとかもいろいろ

されておりますけれども、そういった、地域の場所を活用して交流人口を増やそうとい

うイベントもしていただいております。そういったところに私も積極的に参加をさせて

いただきたいと思っておりますので、今後とも、何かありましたら、御要望等々ありま

したら御連絡をいただければ対応できる範囲でさせていただきたいと思いますので、今

後ともよろしくお願いいたします。 

○久川治次郎議長 亀井議員。 

○亀井伸幸議員 ありがとうございます。この生活支援団体であるとか、介護予防の御

自身の健康づくりのためにというだけではなく、やはり今町長は、那賀町全体の地域

の活動、そして伝統文化であるとか、にぎわいづくり、こういった中での活発に活動

されている町民の皆さんを総称して評価をいただいたというところですけれども、や

はり行政として助かっておるというところを、町長のお言葉を聞く機会というのがな

かなかない、なかったというところがありまして、こういった機会に、やっぱり町長

のお声を聞かせていただき、そして住民に何ができるのか、そして行政はどう思って

いるのか、そういったことを聞く中で、やはり住民の底力というものがより活発に起

きてくるのではないかというふうに思いますので、ぜひ行政、住民、民間と分かれる

ことなく、協働、共につくる共創という観点で、やはり声を上げていただき、褒めて
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いただく。ここは一緒に考えよう、ここは難しいねと、一緒に汗を流し、共に歩んで

いけたらというふうに思っております。 

ちょっと話がそれてしまいましたけれども、生活支援団体については、やはりこの

那賀町にとってもすごくメリットがあると思っております。地域で暮らしを応援する活

動というのは、やはり支えられる側、支える側に分かれることなく、双方の介護予防と

しても理想とする地域像であります。那賀町が町外に誇ることのできる、地域の宝であ

ると私は思います。 

私が当時生活支援コーディネーターとして活発に地域の方々とお話をしてきて、活

動実態をつくってきた。そしてこの池田課長にも答弁いただいた団体の補助事業、これ

についても当時できたときは西日本初でした。だけれども、やはり実情の中で、移送部

分とかあったりとか、なかなか難しいところがあって複雑な仕組みでしたので、なかな

かオープンにせずに、１年間２年間、しっかりと実績をつくっていこうという中で、今

日に至ります。やはり私もそういった中で、徳島県内、そして全国でもこの那賀町の取

組事例というのを発表させていただくことが非常に多かったです。そういった経験から、

現在も全国を見ても、那賀町のような７，３００人の人口で高齢化率５０％を超える地

方で、日々の生活を支援する生活団体が２５０名もいらっしゃるという地域は唯一無二

であります。 

単純に他市町村を比較することはできませんが、介護予防の観点からいっても、な

かなか数値では介護給付費の抑制を表すということは今現在難しいと思います。ただ言

えることは、住民の方が一日でも長く在宅生活を続けていること自体が、介護給付費の

抑制に貢献しているものというふうに思っております。もちろん介護サービス、町内で

もたくさんありますけれども、必要な人に必要な介護サービスが選択肢の一つとして選

ぶことができる、那賀町でもサービスを選べる、こういったことが非常に重要であると

いうふうに思います。こういったことから、町としても今後変わらず、那賀町の住民活

動について誇らしくぜひ捉えていただき、行政として支援の在り方、よりよく一層の御

検討を賜りたいというふうに思います。 

加えてもう１点、最後に質問させていただきます。やはり地域活発に活動してくだ

さっておりますが、何を言っても人口減少、少子高齢化が叫ばれている中で、担い手不

足が顕著な那賀町、昨日も今日もずっと人材不足というところがありました。もうこれ

はもう避けては通れない永遠の課題であるというのは重々承知なのですけれども、こう

いった那賀町において、今後も地域住民がやりがいを持ち、次世代に助け合い活動、こ

ういったことが継承されていくための持続可能なサービスや仕組み、これについて今後

どのような方針をお考えかお聞きしたいと思います。 

○久川治次郎議長 池田課長。 

○池田繁人保健医療福祉課長 ただいまの亀井議員さんの質問でございますが、やは

り担い手不足につきましては、これはどこの地区の関係での話の中に出てくるように、

人材不足というのはなかなか問題となっている状況で、先立っての生活支援団体の座

談会におきましても議論されるテーマでございます。せっかく、高齢者が共に支え、

支えられる互助の取組というものが、おたすけ隊活動を通して出来上がってきており

ますので、今後につきましても、若い世代への周知等を行いまして、次の世代へつな
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げていければと考えておる次第でございます。 

○久川治次郎議長 亀井議員。 

○亀井伸幸議員 ありがとうございます。私も当時から、もうずっとそれは若年化とい

いますか、若い世代の参画、こういったことがすごく難しい中で、自分自身も活動者

として、してきたところなのですけれども、体現していく中で、やはり職が変われば、

立場が変わればやりづらくなっておったり、時間的余裕がなかったりとか、自分のこ

とで精いっぱいな方に、他人の助けになるということは本当に難しいというふうなこ

とも最近少し実感をしてきてしまったところでありますが、やはり今おっしゃった担

い手不足、こういったことをどう捉えていくかというと、やはり、これからの５年、

１０年。昨日、根木屋防災課長もおっしゃっていたと思うのですけれども、やはり未

来を想像しながらというところが非常に大事かなと。これから５年、１０年先のとこ

ろまでを今からしっかりと見ていく中で、住民さんと、やはりここは行政も、先ほど

言いましたように膝を交えて対話を重ね、あるべき姿、そして住民行政ができること

をしっかりと明確に見える化して、それを地域福祉活動計画のように計画を立て、着

実に実行していく。もうこういうことでしか難しいのかなというふうに思っておりま

すが、今圧倒的に、生活支援団体に限らずどの団体でも言えること、これも先般の議

員の一般質問でもございましたが、圧倒的に足りていないのがコーディネートをする

人、オペレーション機能、コンシェルジュというお話もありましたけれども、こうい

ったいわゆるつなぐ人、調整役ですね。ここが圧倒的に厳しい。ここはなぜかという

と、やはり年配の方々はお仕事を退職された中で、御自身のため、それが地域のため

になるということの中で、ボランティア活動、いわゆる無償、有償問わずボランティ

アという形で一生懸命していただいておるのですけれども、これが、さて、我々のよ

うな若い世代になると、どこまで人のために続けられるかというところを考えたとき

に、共に多世代で連携してこういった活動を取り組んでいくためには、せめて、ボラ

ンティアでいいという方はボランティアで当然していただきながら、やはりこういっ

た人一倍手間のかかるところ、大変な作業、こういった方々いらっしゃいます。例え

ば生き生き１００歳体操の調整役をしてくださる方、お世話してくださる方もいらっ

しゃいますし、生活支援団体でニーズを受けて隊員さんにつなぐ、こういった方々も

おります。今までは社会福祉協議会のコーディネーターが、伴走支援という形でして

おりました。今現在もしておるとは思いますが、基本的には団体は自立していかなけ

ればいけない。そういう中で、難しいところをしっかり行政や社協が支援していく、

そういうスタンス、原点に戻るということは大事かなというところで、やはりこうい

った人たちに対しての、支援策、補助の在り方であるとか、こういったことを今から

一緒に議論していただかなければ、なかなか次の世代につないでいくことというのは

本当に厳しい、人口がより減ってくる中で厳しいのではないかなというふうに思って

おります。 

あとは、昨日、本日と、ほかの議員方も一般質問をされております防災の観点にお

いても、やはりふだんから顔の見える関係づくり、ふだんの生活を支援している関係性

は、災害時における迅速な情報収集や共有、避難行動などにかかわらず生かされるもの

だと思います。でき得る限り自助、共助、公助の役割を仕組み化したり、最大限住民へ
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も明示をしていただく。もう全てそれに尽きるかなというふうに思いますので、そうい

うことで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○久川治次郎議長 亀井伸幸議員の質問が終わりました。 

以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。本日はこれをもって散会といた

します。大変お疲れさまでございました。 

午後０４時１６分 散会 
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令和4年3月定例会議一般質問
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令和4年12月定例会議一般質問
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令和3年3月定例会議一般質問
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令和4年6月定例会議一般質問
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令和 6年 7月 22 日開催の全員協議会において、阿井地区河川改修事業にお

ける、阿井川と那賀川が合流する部分にある 1号樋門について、徳島県南部総

合県民局 県土整備部＜那賀＞庁舎の副部長及び次長に対し、質疑を行いまし

た。 

 

＜回答＞（※議会局が回答を要約したものです） 

 

1 号樋門はフラップゲートであり、那賀川の水位が阿井川より高い場合は閉

まり、那賀川の水は阿井川に流入しない。逆に那賀川の水位より阿井川の内水

が高くなると、ゲートが開いて排水される構造である。 

樋門がなければ那賀川本川の水が直接阿井川に流れ込むが、ゲートがあるこ

とで時間を稼ぐことができる。また、樋門がなければ阿井川の堤防を大きく、

高くする必要がある。周辺が田畑である下流の阿南市や中山川のように、十分

な築堤ができる余裕があれば別だが、阿井地区は住宅や公共施設が川沿いにあ

るため、できるだけ影響が少なくなるよう、樋門を設け、堤防断面の縮小を図

った。 
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